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　　改革案の作成／農地委員会の発足／買収と売渡しの経過／戦後の食糧事情と米の供出／食糧管理制度の強化／供出割当／予約申込制度への移行／農業行政の動き

第五節　新教育の発足と苦悩
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　　第一節　地方自治の整備

市政実態調査委員会／毛利市長の再選／自治振興会の設置／隣接市町村との合併構想／毛利市長の退陣／福本市長の再登場／地方自治の変貌／追放解除と選挙／赤字財政／福本市政の展開／市庁舎の改築／岸和田城天守閣の復興

第二節　戦後経済の復興

　　ドッジ不況と特需景気／繊維産業の動向／二十七年の不況／市民生活と産業構造／紡織業界の苦難／泉州銀行の誕生／商業の発展／通勤者の増加とバス経営

第三節　大衆運動のもりあがり

　　労働運動の再編成／綿業界の不況と労働運動／災害とたたかう／人権争議／岸和田工場のたたかい／原水爆禁止を市議会で決議／覚せい剤追放運動／国や府への働きかけ

第四節　時代にさきがける教育

　　産業教育振興と市立産業高校／産高と葛城中の産業教育研究／創造する子どもたち―山滝小の教育／山滝教育の展開／反省と深化／幼児教育の普及／育英奨学会の設立／社会教育法と公民館／青年教室と青年学級／市青協の発足と活動／婦人会の活動／再生する文化運動

　第三章　戦後期からの脱皮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　第一節　財政再建と阪南都市合併構想

　　　　もはや戦後ではない／地方自治の手なおし／累増する赤字／選挙の年／地方自治を守るために／地方財政再建促進特別措置法／福本市長の再選／財政再建団体となる／財政再建計画／阪南大同合併への悲願／合併への努力／天の時到らず／臨海工業地造成への胎動／陳情運動の開始／府議会への請願／埋立工事の免許／地域開発と農漁業／各種選挙

第二節　経済の高度成長期を迎えて

　　高度成長期と大阪経済／岸和田市工業の生産増大／農業従事者の減少／岸和田市工業の地位の低下／岸和田市の繊維工業／岸和田市の綿スフ織物業／好況下の綿スフ織物業／賃織り生産の増大／労働力構成と基盤／岸和田市の毛布工業／生産と輸出の増大／賃織生産の拡大

第三節　平和運動と労働運動

　　ビキニ水爆実験の衝撃／世界大会への代表派遣／沖縄土地問題解決促進大会／原水爆禁止市民大会／地労協(地区労)と泉州地協／山口織布の解雇事件／岸和田織布の争議／教員の勤評反対闘争／勤評規則制定と抗議闘争／岸和田教組のたたかい／激化した市職組の闘争／職員給与規制の動き

第四節　環境整備への努力

　　大阪湾浄化運動／大阪湾浄化の請願／都市問題の深刻化／し尿処理施設の整備／地元の反対運動／地元への説得／天の川浄苑の完成／ゴミ問題／ヒロポン追放運動の成果／青少年を守る運動／暴力排除の運動

第五節　戦後教育の転換

　　教育委員任命制への動向／新法をめぐる紛糾／岸和田市の対応／文化財保護の進展／在住朝鮮人の教育問題／朝鮮人学校の閉鎖／民族学級の設置／新しい朝鮮人学校の建設へ
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　　第一節　福本市政から中澤市政へ

　　　　激動の中から／海岸埋立ての着工／基幹都市構想／福本市長の辞意表明／福本市長の辞任／中澤市政の誕生／市議定数問題／市議減員運動／市議定数の削減／助役二人制／市制四〇周年／初の名誉市民／福本前市長の死／統一地方選挙／苦節六年の埋立事業／木材コンビナート計画／府の説明と意向／難航する埋立事業／木材コンビナート是か非か／府への一四項目の要望／埋立事業の府移管問題／埋立地売却交渉をめぐって／市長批判の動き／中澤市長の重点七施策／木材コンビナートの着工

第二節　転機を迎えた岸和田市の産業

高度成長の持続／繊維工業の地位低下／産業基盤拡充政策／岸和田市繊維工業の地位／繊維工業の新たな諸矛盾／綿スフ織物業の停滞／労働力不足の深刻化／技術革新の進展と階層分化／毛布工業界の動向／操短体制の確立／合理化と製品の高級化／岸和田市商業の特徴／商業の発展／商店街の盛況／商店街近代化の努力／農地潰廃の増大／専業農家の減少／農家経営の多角化／農業振興策の樹立／農業構造改善事業／漁業の衰退

第三節　高度成長下の自治体の苦悩

　　多様性の総合都市／衛生行政の重大化／ゴミとし尿／都市の深刻な悩み／あふれるゴミとし尿／不法投棄に監視員／天の川浄苑の拡張計画／府の勧告と市の対策／ゴミの急激な増加／流木ゴミ焼却場の完成／上水道の整備／国民健康保険の実施／赤字になやむ市民病院／公害苦情の増加／交通安全都市宣言／暴力の一掃へ

第四節　社会運動の動向

　　市職組闘争の高揚／板ばさみの理事者／「声の暴力事件」／工場誘致への批判／工場設置奨励条例／工場設置奨励条例の改正／共闘会議の活動／条例廃止の直接請求／泉運送労組の争議／泉州労連の結成

第五節　地車祭と体育・文化

　　岸和田祭の沿革／地車と進駐軍／岸和田地車の概要／岸和田祭の明暗／事故の発生と対策／明るい祭へ／岸和田地車祭保存会／悲願の実現／社会体育の歩み／文化祭と文化協会／ラジオ放送の変質／民間放送の開始／市内のラジオ・テレビの普及

　第五章　市民生活の安定と充実をめざして　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　第一節　岸和田発展の軌跡

　　　　転換期の四十年代／人口増と構成の変化／宅地化の波／急伸張する重工業／商業と農業の推移／経済成長率／大阪圏での岸和田市／岸和田市の産業発展度／他都市との結びつき／岸和田市の特色

第二節　都市化の進展と市政の動き

　　産業の振興をめざして／臨海工業地の造成をめぐって／臨海工業地の完成／木材コンビナートの完成／すすむ道路網の整備／中澤市長の再選／重点施策の推移／生活環境の整備／上水道事業の経営合理化／下水道・ゴミ・し尿／福祉と公害対策／市長の欧米視察問題／中澤市長の三選

第三節　住民意識の多様化と社会運動

　　流動化する労働運動／岸和田での組合組織／保育所増設の要求／めだか共同保育所／公立保育所をもっと多く／長時間保育と保母労働／保育所とは何か／春木競馬反対運動／競馬公害の実態／反対運動と婦人会／第二阪和国道の建設／反対期成同盟の結成／農業を守る闘いへ

第四節　農業協同組合の動向と酪農振興策

　　農業協同組合／農協合併への動き／農協合併の実現／酪農組合の誕生／府の行政指導と人口授精／市の酪農振興策／多頭化経営への移行

第五節　教育環境の整備と充実

　　教育政策をめぐる動き／学童の増加と学校増設／大芝小学校の日照権問題／教育費父母負担の軽減／夜間中学校の認可／和泉高校に隔週定時制誕生／特色ある諸種の学校／社会教育と青少年対策／郷土資料館の開設／人間尊重の教育をめざして

　第六章　中澤市政から原市政へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　第一節　住民要求のたかまりと原市政の誕生

　　　　市民意識の変化／政治の流れの変化／環境破壊に抗して／関西新国際空港建設の問題／大阪空港裁判と新空港のゆくえ／たかまる福祉充実の要求／競馬反対運動の発展／競馬廃止の知事提案否決／春木競馬再開へ／住民運動がかちとった競馬廃止／市制五〇周年／反中澤陣営の原曻擁立／白熱化した前哨戦／原市長の誕生／原市政のスタート

第二節　苦悩する岸和田市の産業

　　大手スーパーマーケットの進出／商業近代化への努力／大阪湾の汚濁と岸和田の漁業／ＰＣＢ汚染問題をめぐって／宅地並み課税と岸和田の農業／織布業界の体質／内外経済環境の激変と織布業／織機の買上げ廃棄／構造改善事業の成果

第三節　現代の教育と文化の動向

　　現代の教育の諸課題／学校の増設と増改築／てんてこまいの教育行政／泉州学園の創立と大学誘致計画／同和教育の推進／養護教育の振興／社会教育施設の充実／現代岸和田の世相と文化

